
卒業式を挙行
（１） 　　　第６１２号日 本 歯 科 大 学 新 聞2013年（平成25年）３月３０日

本学のシンボルマーク

第102回
両
学
部
220
名
が
巣
立
つ

 
卒
業
証
書
番
号
№
二
〇
三
〇
二
号
に

日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
二
回
卒
業
式
（
学
位
記
授
与
式
）
は
、
三
月
中

旬
両
学
部
に
お
い
て
挙
行
し
、
二
二
〇
名
の
学
士
（
歯
学
）
を
送
り
出

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
歯
科
大
学
大
学
院
第
五
十
回
修
了
式
が
催
さ

れ
、
三
十
三
名
に
博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、

東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式
も
挙
行
さ
れ
た
。

生
命
歯
学
部

☆
平
成
生
ま
れ
の
卒
業
生
☆

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
三

第
50
回
大
学
院
修
了
式
を
併
催

月
十
三
日
に
生
命
歯
学
部
富

士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
大

学
院
第
五
十
回
修
了
式
を
併

催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
時
、司
会
の

鈴
木
洋
一
庶
務
部
長
が
開
式

を
宣
し
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
主

任
の
砂
田
勝
久
教
授
よ
り
、

平
成
二
十
四
年
度
卒
業
生

一
三
〇
名
の
氏
名
が
呼
び
あ

げ
ら
れ
、小
口
莉
奈
さ
ん
が
代

表
し
て
、中
原
泉
学
長
よ
り
、

栄
え
あ
る
卒
業
の
証
と
し
て

学
士（
歯
学
）の
学
位
記
を
授

与
さ
れ
た
。つ
づ
い
て
学
術
優

秀
賞
十
三
名
、
皆
勤
賞
十
二

名
、精
勤
賞
十
九
名
、学
術
奨

励
賞
十
名
、臨
床
実
習
優
秀

賞
三
名
の
受
賞
者
に
対
し
て

賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
中
原
貴
教
授

よ
り
、
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
生
十
六

名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら

れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士（
歯
学
）の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
佐
藤

田
鶴
子
大
学
院
生
命
歯
学
研

究
科
長
が
、
告
辞（
別
掲
）を

述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
川
﨑
正
宗

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

卒業生に告辞を述べる中原学長（３月13日・東京）

村上一枝先生“地球未来賞大賞”
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
石

川
宏
樹
君
、
修
了
生
を
代

表
し
てN

ikolay�Ishkitiev

（
ニ
コ
ラ
イ
　
イ
シ
ュ
キ
テ
ィ

エ
フ
）君
が
答
辞
を
述
べ
た
。

点呼に応え起立する卒業生たち（３月15日・新潟）

▷
村
上
先
生
の
﹁
地
球
未
来
賞
﹂
受
賞
を
特
集
し
た
毎
日
新
聞
２
０
１
３
年
３
月
６
日
号（
毎
日
新
聞
社
許
諾
済
み
）

　
終
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

新
潟
生
命
歯
学
部

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部

は
、
三
月
十
五
日
に
新
潟
生

命
歯
学
部
講
堂
に
お
い
て
大

学
院
第
五
十
回
修
了
式
を
併

催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
十
一
時
、
司
会

の
羽
下
憲
善
庶
務
部
長
が
開

式
を
宣
し
た
。
ク
ラ
ス
主
任

の
新
海
航
一
教
授
に
よ
り
、

平
成
二
十
四
年
度
卒
業
生

九
十
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
た
。
大
竹
由
佳
子
さ
ん

が
代
表
し
て
、
中
原
学
長
よ

り
、
栄
え
あ
る
卒
業
の
証
と

し
て
学
士
（
歯
学
）
の
学
位

記
を
授
与
さ
れ
た
。
つ
づ
け

て
学
術
優
秀
賞
八
名
、
皆
勤

賞
四
名
、
精
勤
賞
二
名
、
学

術
奨
励
賞
八
名
、
臨
床
実
習

優
秀
賞
一
名
の
受
賞
者
に
対

し
賞
状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
の
宮
川
行
男

教
授
よ
り
、
新
潟
生
命
歯
学

研
究
科
博
士
課
程
修
了
生

十
七
名
の
氏
名
が
呼
び
あ
げ

ら
れ
、
修
了
生
一
人
ひ
と
り

に
、
研
究
の
成
果
を
証
す
る

博
士
（
歯
学
）
の
学
位
記
が

授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
中
原
学
長
と
宮
川

研
究
科
長
が
、
告
辞
（
別

掲
）
を
述
べ
た
。

　
つ
づ
い
て
在
学
生
を
代
表

し
て
第
五
学
年
の
中
田
文
矢

君
が
先
輩
を
送
る
送
辞
を
述

べ
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
大

竹
由
佳
子
さ
ん
、
大
学
院
修

了
生
を
代
表
し
て
中
島
優
君

が
答
辞
を
述
べ
た
。

　
お
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
た
。

東
京
短
期
大
学

　
東
京
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、
印
出
光
宏
短
大
事
務
長

の
司
会
で
、
三
月
十
二
日
午

前
十
時
よ
り
、
生
命
歯
学
部

富
士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙

行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
四
十
回
歯
科
衛
生

学
科
卒
業
生
七
十
四
名
と
、

第
四
十
四
回
歯
科
技
工
学
科

卒
業
生
三
十
五
名
の
氏
名
が

呼
び
あ
げ
ら
れ
、
小
口
春
久

学
長
か
ら
栄
え
あ
る
卒
業
の

証
と
し
て
、
各
学
科
の
代
表

に
短
期
大
学
士
（
歯
科
衛
生

学
）
と
短
期
大
学
士
（
歯
科

技
工
学
）
の
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。

　
つ
い
で
第
四
回
専
攻
科
歯

科
衛
生
学
専
攻
修
了
生
十
二

名
と
第
四
十
二
回
専
攻
科
歯

科
技
工
学
専
攻
修
了
生
十
二

名
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ

た
。
各
賞
の
表
彰
に
あ
わ
せ

て
、
歯
科
衛
生
学
科
卒
業
生

全
員
に
、
東
京
都
訪
問
介
護

員
二
級
課
程
お
よ
び
東
京
都

障
害
者
（
児
）
居
宅
介
護
従

業
者
等
二
級
課
程
の
修
了
証

明
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
専
攻
科
歯
科
衛
生

学
専
攻
修
了
生
に
独
立
行
政

法
人
大
学
評
価
・
学
位
授
与

機
構
よ
り
学
士（
口
腔
保
健

学
）の
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
小
口
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
、
来
賓
の

住
友
雅
人
生
命
歯
学
部
長
と

羽
村
章
附
属
病
院
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

新
潟
短
期
大
学

　
新
潟
短
期
大
学
の
卒
業
式

は
、須
貝
将
紀
短
大
事
務
部

長
の
司
会
で
、三
月
十
四
日
午

前
十
一
時
よ
り
、新
潟
生
命
歯

学
部
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。

　
ま
ず
第
二
十
八
回
歯
科
衛

生
学
科
卒
業
生
四
十
九
名

に
、
又
賀
泉
学
長
か
ら
短
期

大
学
士
（
歯
科
衛
生
学
科
）

の
学
位
記
と
、
専
攻
科
修
了

生
二
名
に
修
了
証
書
が
授
与

さ
れ
、
独
立
行
政
法
人
大
学

評
価
・
学
位
授
与
機
構
よ

り
、
学
士（
口
腔
保
健
学
）の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
日
本
歯
科
衛
生
士

会
か
ら
の
表
彰
状
が
、
新
潟

県
歯
科
衛
生
士
会
の
三
富
純

子
会
長
（
新
潟
病
院
歯
科
衛

生
士
長
）よ
り
手
渡
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
又
賀
学
長
が
告
辞

（
別
掲
）
を
述
べ
た
。

　「
毎
日
地
球
未
来
賞
」
は
、
毎
日
新
聞

社
が
創
刊
一
四
〇
年
記
念
事
業
と
し
て

二
〇
一
一
年
に
創
設
し
た
。
地
球
規
模
の

課
題
で
あ
る
食
料
や
水
、
環
境
の
問
題
解

決
に
取
り
組
む
個
人
や
団
体
を
顕
彰
し
て

い
る
。
今
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
カ
ラ
＝

西
ア
フ
リ
カ
農
村
自
立
協
力
会
（
代
表
理

事
・
村
上
一
枝
）
」
な
ど
三
団
体
が
受
賞

し
、
大
阪
市
内
で
表
彰
式
と
記
念
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。

　
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
本
学
五
十
四
回
卒

の
村
上
一
枝
先
生
が
一
九
九
二
年
に
設
立

し
、
砂
漠
化
と
疾
病
、
貧
困
に
苦
し
む
西

ア
フ
リ
カ
・
マ
リ
の
農
村
で
、
地
域
住
民

の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
を
続
け

て
い
る
。
毎
日
新
聞
で
は
三
月
六
日
付
け

紙
面
で
、
今
回
の
未
来
賞
受
賞
を
特
集

し
、
村
上
先
生
の
現
地
で
の
活
動
を
紹
介

し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2013年（平成25年）３月３０日 （２）第６１２号

大
学
院
研
究
科
長

　告
辞

中

原

　泉

学
長
卒
業
告
辞

　
私
の
後
輩
で
、
辞
典
の

「
広
辞
苑
」
の
初
版
が
出
た

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

に
生
ま
れ
た
先
生
が
い
る
。

還
暦
近
く
に
な
っ
た
彼
は
、

初
版
で
「
初
老
」
と
い
う
言

葉
を
引
い
た
。
す
る
と
、

①
老
境
に
入
り
か
け
た
年
頃
、

②
四
十
歳
の
異
称
と
あ
っ
た
。

四
十
歳
は
、
む
か
し
武
士
が

家
督
を
譲
っ
て
隠
居
し
た
年

だ
。
今
の
時
代
の
初
老
と
は

何
歳
ぐ
ら
い
か
を
指
す
の
だ

ろ
う
か
、
と
そ
の
先
生
は
疑

問
を
呈
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
本
棚
に
あ

る
平
成
十
年（
一
九
九
八
）に

出
版
さ
れ
た
広
辞
苑
第
五
版

を
引
い
て
み
た
。
初
版
と
全

く
同
じ
で
、「
初
老
は
四
十
歳

の
異
称
」
と
解
説
し
て
あ
っ

た
。
男
性
の
平
均
寿
命
八
十

歳
と
い
う
現
代
な
の
で
、
私

は
広
辞
苑
の
ズ
サ
ン
さ
に
呆

れ
た
。

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
の
電

子
辞
書
に
は
平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
）に
出
さ
れ
た
広

辞
苑
第
六
版
の
最
新
版
が
搭

載
さ
れ
て
い
る
が
、
初
老
の

解
説
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
念
の
た
め
、
手
元
の
「
現

代
新
国
語
辞
典
」
の
小
型
版

を
引
く
と
、
初
老
は
「
中
年

か
ら
老
年
に
な
る
年
ご
ろ
。

も
と
四
十
歳
の
別
称
。
現
在

で
は
六
十
歳
前
後
を
指
す
」

と
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
時
代

の
変
化
を
反
映
し
た
明
快
な

解
説
で
、
こ
の
学
研
の
辞
典

は
、
広
辞
苑
最
新
版
よ
り

十
年
も
早
い
平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）に
改
訂
さ
れ
て

い
る
。
天
下
の
広
辞
苑
の
お

粗
末
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
半
世
紀
足
ら
ず
で
、
人

間
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
表
わ
す
概
念
や
定
義
が
、

二
十
歳
も
若
返
っ
た
こ
と
に

驚
い
た
。

　

私

は
、
昭

和

四

十

年

（
一
九
六
五
）に
本
学
を
卒
業

し
た
。
当
時
は
歯
科
大
学
・

歯
学
部
は
九
校
に
過
ぎ
ず
、

歯
科
医
師
総
数
は
三
万
足
ら

ず
だ
っ
た
。
ま
さ
に
ム
シ
歯

が
洪
水
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て

中原泉学長「…常にアンテナを高く立てて，
変化に的確に対応することが必要不可欠だ」

い
た
。
そ
の
後
、
歯
科
大
学
・

歯
学
部
は
二
十
九
校
、歯
科
医

師
実
働
数
九
万
人
と
な
り
、

三
十
年
ほ
ど
で
ム
シ
歯
の
洪

水
は
す
っ
か
り
収
ま
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
度
は
患
者
さ

ん
と
い
う
水
嵩（
み
ず
か
さ
）

が
大
幅
に
減
り
、
私
ど
も
は

歯
科
医
師
過
剰
と
い
う
現
実

に
直
面
し
て
い
る
。
た
か
だ

か
三
十
年
で
、
驚
く
ば
か
り

の
変
わ
り
様
だ
。

　
歯
科
医
師
が
過
剰
だ
と

騒
が
れ
て
い
る
が
、
果
し
て

本
当
に
過
剰
な
の
だ
ろ
う

か
？
。
昨
年
の
日
本
歯
科
医

師
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば
、
五
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
が
歯
口
腔
に
異
常
が
あ
る

と
答
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち

治
療
中
の
人
は
、
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
治
療
を
要
す

る
人
の
三
十
九
パ
ー
セ
ン
ト

は
歯
科
医
院
に
来
て
い
な
い
。

　
定
期
的
に
来
院
す
る
人
と

全
く
来
院
し
な
い
人
に
二
極

化
し
て
い
る
。
来
院
す
る
人

の
歯
・
口
腔
は
キ
レ
イ
で
、

も
う
治
す
と
こ
ろ
は
な
い
、

だ
か
ら
、
患
者
さ
ん
は
減
っ

た
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。
け
れ

ど
も
、
来
院
し
な
い
患
者
が

い
る
、
と
言
い
た
い
。
こ
の

潜
在
患
者
を
掘
り
お
こ
す
努

力
を
す
べ
き
だ
と
、
私
は
声

高
に
訴
え
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
潜
在
患
者
四
割

強
の
う
ち
、
歯
科
医
院
に
来

ら
れ
る
け
れ
ど
来
な
い
と
い

う
人
、
来
た
い
け
れ
ど
来
ら

れ
な
い
と
い
う
人
の
二
種
類

が
あ
る
。
私
が
述
べ
た
潜
在

患
者
は
前
者
の
来
ら
れ
る
の

に
来
な
い
と
い
う
人
を
指
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
患
者
さ

ん
の
掘
り
お
こ
し
に
は
、
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
問
題
は
、
後
者
の
来
た
く

て
も
来
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん

で
、
わ
が
国
に
は
、
人
類
史

上
類
の
な
い
超
高
齢
社
会
が

到
来
し
、
高
齢
者
や
高
齢
有

病
者
が
急
増
し
て
い
る
。
在

宅
や
病
院
に
お
い
て
歯
科
診

療
を
受
け
た
く
て
も
受
け
ら

れ
な
い
患
者
さ
ん
に
対
し
、

私
ど
も
は
、
積
極
的
に
専
門

的
対
応
を
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
今
月（
三
月
）の
『
日
本
歯

科
評
論
』
で
は
、「
患
者
さ

ん
は
医
院
の
外
に
い
る
―

〈
待
つ
〉
医
療
か
ら
外
に〈
出

る
〉
医
療
へ
」
と
題
し
て
特

集
を
組
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
歯
科
医
師
の
役
割
、

地
域
で
歯
科
が
期
待
さ
れ
る

理
由
、
訪
問
歯
科
診
療
へ
の

取
組
み
、
歯
科
医
療
に
お
け

る
多
職
種
連
携
の
必
要
性
が

説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
加
齢
に
伴
う
口
腔
機
能

低
下
や
機
能
障
害
を
有
す
る

患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、

医
療
、
介
護
、
福
祉
を
有
機

的
に
連
携
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
急

が
れ
て
い
る
の
だ
。
在
宅
の

患
者
さ
ん
を
多
職
種
で
連
携

し
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
高
齢
者
や
有
病
者
に
対
す

る
口
腔
ケ
ア
は
、
昭
和
四
十

年
代
の
ム
シ
歯
の
洪
水
に
つ

ぐ
第
二
の
洪
水
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
。
口
腔
と
い
う

身
近
だ
が
疎
外
さ
れ
て
い
た

器
官
が
、
近
年
に
わ
か
に
注

目
を
あ
つ
め
、
口
腔
ケ
ア
の

必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
き

た
。
今
で
は
口
腔
ケ
ア
は
、

摂
食
・
嚥
下
・
誤
嚥
性
肺
炎
・

ガ
ン
・
大
規
模
災
害
救
護
・

胃
ろ
う
・
周
術
期
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
や
治
療
に
関
わ

る
共
通
語
と
な
っ
た
。

　
先
月
、
文
芸
春
秋
社
の
文

春
新
書
か
ら
『
歯
は
磨
く

だ
け
で
い
い
の
か
』
と
い

う
本
が
出
た
。
著
者
は
医
療

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
が
、
本

の
帯
に
は
「
口
の
中
は
キ
ケ

ン
が
い
っ
ぱ
い
」
と
あ
っ

た
。
見
出
し
に
は
、「
歯
が
な

い
人
は
ボ
ケ
や
す
い
」「
歯
を

磨
か
な
い
人
ほ
ど
ガ
ン
に
な

り
や
す
い
」「
歯
周
病
は
血
管

を
も
ろ
く
す
る
」「
歯
が
二
十

本
以
上
残
っ
て
い
る
高
齢
者

は
転
び
に
く
い
」「
歯
周
病
の

妊
婦
は
早
産
し
や
す
い
」「
歯

磨
き
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

防
げ
る
」
と
注
意
書
き
さ

れ
、「
こ
の
本
を
持
っ
て
歯
医

者
へ
」
と
読
者
に
発
破
を
掛

け
て
い
る
。

　
少
々
オ
ー
バ
ー
な
が
ら
、

歯
口
腔
と
全
身
疾
患
と
の
関

連
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
本
が
書
店
や
ア
マ
ゾ

ン
に
並
ぶ
と
は
、
三
十
年
前

に
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
患
者
国
民
の
歯
科

医
師
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
だ
ろ
う
。
間
違
い
な
く

疾
病
構
造
の
変
化
と
患
者
国

民
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
、

否
応
な
し
に
私
ど
も
の
役
割

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
私
ど

も
の
専
門
的
な
対
応
を
多
様

化
し
深
化
し
て
い
く
。

　
私
が
諸
君
に
言
い
た
い

こ
と
は
、
変
化
に
対
応
し
な

い
者
は
滅
び
る
と
い
う
こ
と

だ
。
昔
か
ら
、
大
企
業
を

ふ
く
め
て
企
業
の
寿
命
は
、

三
十
年
と
言
わ
れ
て
き
た
。つ

ま
り
、
三
十
年
た
つ
と
周
囲

環
境
も
人
々
の
ニ
ー
ズ
も
自

分
自
身
も
変
化
す
る
。
そ
の

変
化
に
対
応
で
き
な
い
企
業

は
潰
れ
る
、
と
い
う
意
味
だ
。

　
今
か
ら
三
十
年
後
に
は
、

諸
君
は
五
十
過
ぎ
ア
ラ
フ
ィ

フ
だ
か
ら
、
ま
だ
歯
科
医
師

と
し
て
の
寿
命
は
尽
き
て
い

な
い
。
諸
君
の
在
学
六
年
間

で
修
得
し
た
知
識
技
術
が
、

一
生
通
用
す
る
と
思
っ
て
い

る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
卒

業
し
た
そ
の
日
か
ら
、
在
学

中
に
得
た
も
の
は
少
し
づ
つ

変
化
し
て
い
く
。
歯
科
医
学

と
い
う
学
問
は
、
日
々
進
展
・

生
命
歯
学
研
究
科
長

�

佐
藤
田
鶴
子

　
今
年
度
大
学
院
を
修
了
さ

れ
た
み
な
さ
ん
の
研
究
は
、

再
生
医
学
、
抗
加
齢
医
学
、

歯
周
治
療
学
、
歯
や
歯
列
の

形
態
学
的
分
析
、
ス
ト
レ
ス

の
自
律
神
経
反
応
な
ど
の
生

体
の
変
化
を
み
る
研
究
、
歯

科
麻
酔
薬
の
効
果
判
定
、
歯

科
用
材
料
の
分
析
、
な
ど
歯

科
医
学
の
広
範
囲
に
わ
た

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
貴
重
な
も

の
で
、
将
来
必
ず
や
臨
床
の

場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ

て
い
く
と
確
信
し
て
い
る
。

　
一
方
で
み
な
さ
ん
が
、
無

か
ら
仕
上
げ
た
研
究
は
、
歯

科
医
学
や
歯
科
臨
床
の
な
か

で
は
大
海
の
一
滴
に
過
ぎ
な

い
大
き
さ
で
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
今
年
は
日
本
列
島
の
山
間

地
に
は
珍
し
い
ほ
ど
の
大
量

の
積
雪
が
あ
っ
た
。
し
か
し

こ
の
深
い
雪
は
あ
と
一
月
も

経
つ
と
春
の
訪
れ
と
と
も
に

消
え
、
や
が
て
う
す
緑
の
柔

ら
か
な
若
葉
の
つ
く
木
々
の

枝
先
か
ら
、
一
滴
づ
つ
ポ
ト

リ
ポ
ト
リ
と
地
上
に
落
ち
て

地
中
に
し
み
込
み
、
そ
し
て

再
び
地
表
に
湧
き
出
し
、
そ

れ
ら
が
集
ま
っ
て
小
さ
な
流

れ
と
な
る
。

　
こ
の
小
さ
な
渓
流
は
か
な

り
の
速
さ
で
小
さ
な
岩
に
ぶ

つ
か
り
、
大
き
な
岩
石
を
避

け
な
が
ら
流
れ
く
だ
り
、
い

く
つ
も
の
渓
流
が
集
ま
っ
て

や
が
て
川
と
な
っ
て
い
く
。

　
大
学
院
四
年
間
の
研
鑽
の

成
果
と
し
て
生
ま
れ
た
水
滴

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歯
学
の
指

導
者
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、

淀
み
な
い
流
れ
が
つ
く
ら

れ
、
や
が
て
大
海
に
流
れ
い

る
大
き
な
河
川
と
な
る
。

　
み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
そ

の
水
源
付
近
に
と
ど
ま
り
、

次
の
後
継
者
を
助
け
る
科
学

研
究
者
に
な
る
方
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
が
、
殆
ん
ど

の
方
は
大
河
の
荒
川
を
め
ざ

し
、
い
く
つ
も
流
れ
を
集

め
、
つ
い
に
は
大
海
に
至

る
。
つ
ま
り
歯
科
臨
床
の
場

で
活
躍
す
る
こ
と
と
思
う
。

　
昨
日
ま
で
の
み
な
さ
ん

は
、
無
か
ら
生
ま
れ
た
大
海

を
形
成
す
る
、
最
初
の
水
の

一
滴
と
な
る
貴
重
な
経
験
を

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
か
最
初
の
水
の
一
滴
と

な
っ
た
と
き
を
忘
れ
ず
に
歯

科
臨
床
の
場
で
も
、
ま
た
新

鮮
な
水
の
一
滴
を
供
給
で
き

る
、
科
学
す
る
、
す
ぐ
れ
た

歯
科
医
師
と
し
て
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

�

（
３
月
13
日
）

卒業生代表答辞（上・新潟，下・東京）

発
展
し
て
い
る
か
ら
だ
。
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
が
早
ま
っ
て
、
変
化

は
三
十
年
ど
こ
ろ
か
、
二
十

年
位
で
世
の
中
が
変
わ
っ
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
常
に
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
た
て
て
、
世
の

中
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
く
か
、
歯
科
医
療
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を

見
極
め
、
そ
の
変
化
に
的
確

に
専
門
的
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。

　
終
わ
り
に
、
日
本
歯
科
大

学
第
一
〇
二
回
卒
業
と
い
う

永
久
背
番
号
を
つ
け
て
、
社

会
の
荒
波
に
乗
り
だ
し
て
い

く
卒
業
生
諸
君
の
健
闘
を
祈

る
。（
３
月
13
日
・
15
日
）

新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
長

�

宮
川
行
男

　
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
学

位
論
文
は
、
一
年
以
内
に
公

表
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
以

前
は
専
門
学
会
誌
に
受
理
さ

れ
な
く
て
も
、
日
本
歯
科
大

学
歯
学
会
発
行
の
『
歯
学
』

に
は
掲
載
で
き
る
と
い
う
逃

げ
道
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
『
歯
学
』
は
、
英
文

誌Odontology

に
衣
替
え

し
、
現
在
は
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
も
付
与
さ
れ
て

い
る
一
流
の
国
際
誌
と
な
っ

て

い

る
。Odontology

の

投
稿
論
文
の
採
択
率
は
二
十

パ
ー
セ
ン
ト
台
で
、
掲
載
さ

れ
る
の
が
困
難
な
、
と
て
も

質
の
高
い
雑
誌
と
な
っ
た
。

　
審
査
す
る
側
と
し
て
も
、

学
位
論
文
は
最
低
で
も
専
門

学
会
誌
に
受
理
さ
れ
る
レ
ベ

ル
で
な
け
れ
ば
、
合
格
さ
せ

ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
必

然
的
に
論
文
審
査
の
水
準
も

高
く
な
り
、
合
格
し
た
学
位

論
文
も
審
査
の
過
程
で
さ
ら

に
磨
か
れ
た
よ
い
も
の
と

な
っ
た
。

　
努
力
の
結
晶
で
あ
る
学
位

論
文
は
い
ず
れ
も
質
の
高

い
、
今
後
の
歯
科
医
学
・
医

療
の
発
展
に
必
ず
貢
献
す
る

と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。
六

割
の
論
文
が
一
流
の
国
際
誌

へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い

て
、
う
ち
四
編
は
掲
載
が
決

定
し
て
お
り
、
他
の
多
く
も

実
際
に
掲
載
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
確
信
し
て
い
る
。

　
全
国
の
歯
科
大
学
・
歯
学

部
の
な
か
で
唯
一
本
学
の
み

が
一
流
の
国
際
誌
を
擁
し
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
が

結
果
的
に
大
学
院
生
の
研
究

成
果
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
大
学
院
修
了
後
は
実
際
の

研
究
活
動
か
ら
は
離
れ
る
方

も
多
い
と
思
う
。
そ
の
場
合

も
大
学
院
生
時
代
に
培
っ
た

知
識
や
技
術
、
さ
ら
に
は
リ

サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド
は
専
門
家

で
あ
る
歯
科
医
師
に
と
っ
て

非
常
に
大
切
で
あ
り
、
有
用

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
四
年
間
で
み
な
さ
ん

方
は
、
飛
躍
的
に
成
長
し
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。

指
導
教
授
を
は
じ
め
と
し

て
周
囲
の
方
々
の
指
導
や
教

え
助
力
、
協
力
等
が
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
到
底
こ
こ
ま
で

は
到
達
で
き
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
築
い
た
人
間
関
係
を
宝

と
し
、
大
学
院
で
苦
労
の
末

に
得
た
こ
と
を
今
後
の
人
生

の
糧
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
３
月
15
日
）
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東
京
短
大
学
長

告
辞

東
京
短
大
学
長

告
辞

新
潟
短
大
学
長

告
辞

新
潟
短
大
学
長

告
辞

東
京
短
期
大
学

�
学
長
　
小
口
春
久

　
諸
君
の
門
出
に
あ
た
り
一

言
申
し
上
げ
た
い
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
す
で
に
二
年
が

経
過
し
た
。
み
な
さ
ん
の
な

か
に
は
大
震
災
の
あ
と
余
震

に
お
の
の
き
な
が
ら
、
本
学

で
不
安
な
一
夜
を
す
ご
し
た

方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

当
時
、
報
道
さ
れ
た
宮
澤
章

二
の
詩
、「
行
為
の
意
味
」

を
紹
介
し
た
い
。
宮
澤
章
二

さ
ん
は
詩
人
で
あ
り
、
作
詞

家
で
あ
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
の
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
訳

者
と
し
て
も
有
名
だ
。

　「
あ
な
た
の
心
は
ど
ん
な
か

た
ち
で
す
か
。
と
人
に
聞
か

れ
て
も
答
え
よ
う
が
な
い
、

自
分
に
も
他
人
に
も
心
は
見

え
な
い
け
れ
ど
も
、
本
当
に

見
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
、

た
し
か
に
心
は
見
え
な
い
け

れ
ど
も
心
づ
か
い
は
見
え
る

の
だ
、
そ
れ
は
積
極
的
な
人

に
対
す
る
行
為
だ
か
ら
、
同

じ
よ
う
に
胸
の
中
の
思
い
は

見
え
な
い
、
け
れ
ど
思
い
や

り
は
誰
に
で
も
見
え
る
、
そ

れ
も
積
極
的
な
行
為
な
の
だ

か
ら
、
温
か
い
心
が
温
か
い

行
為
に
な
り
、
や
さ
し
い
思

い
が
や
さ
し
い
行
為
に
な
る

と
き
、
心
も
思
い
も
初
め
て

美
し
く
生
き
る
、
そ
れ
は
人

と
人
が
生
き
る
こ
と
だ
」

　
宮
澤

さ
ん
は
、「
こ
こ

ろ
」
は
だ
れ
に
も
見
え
な

い
け
れ
ど
　「
こ
こ
ろ
づ
か

い
」
は
見
え
る
。「
思
い
」　

は
見
え
な
い
け
れ
ど
「
思
い

や
り
」
は
だ
れ
に
で
も
見
え

る
、
と
言
っ
て
い
る
。
医
療

現
場
に
通
ず
る
含
蓄
の
あ
る

詩
だ
と
思
う
。

　
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
、
思

い
や
り
の
あ
る
言
葉
は
短

く
、
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
て

も
そ
の
反
響
は
実
に
無
限
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
美
し

い
心
か
ら
は
美
し
い
言
葉

が
、
や
さ
し
い
心
か
ら
は
や

さ
し
い
言
葉
が
語
ら
れ
る
。

医
療
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

る
み
な
さ
ん
、
美
し
い
心
と

や
さ
し
い
心
を
忘
れ
ず
に
、

医
療
や
予
防
活
動
を
、
行
政

や
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

「Be kind, be strong, 

be �happy and Be You

」

　「
親
切
で
あ
れ
、
強
く
あ

れ
、幸
せ
で
あ
れ
、そ
し
て
あ

な
た
で
あ
れ
」、あ
な
た
の
笑

顔
で
傷
つ
い
た
心
が
癒
さ
れ

る
、
あ
な
た
の
笑
顔
に
ま
た

会
い
た
く
な
る
。
わ
れ
わ
れ

教
職
員
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
君
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り

つ
づ
け
る
。
卒
業
後
も
東
京

短
大
に
来
て
、
す
て
き
な
笑

顔
で
大
い
に
語
ら
い
あ
お

う
。
夢
と
勇
気
と
高
い
倫
理

観
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
歩
ん
で
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。�

（
３
月
12
日
）

　
東
京
都
千
代
田
区
で
は
、

三
月
十
一
日
に
防
災
訓
練
と

帰
宅
困
難
者
対
応
訓
練
を
実

施
し
、
本
学
生
命
歯
学
部
の

教
職
員
と
学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
。

　
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た

と
き
、
千
代
田
区
で
は
交
通

機
関
の
寸
断
に
よ
り
五
十
万

人
が
帰
宅
困
難
に
な
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、
迅
速
な
公
的
救
助
は
望

め
ず
、
帰
宅
困
難
者
が
救
出

や
救
助
活
動
の
重
要
な
担
い

手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
千

代
田
区
と
富
士
見
・
飯
田
橋

駅
周
辺
地
区
帰
宅
困
難
者
対

策
地
域
協
力
会
の
主
催
に
よ

る
も
の
で
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅

近
く
の
東
京
区
政
会
館
な
ど

を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
。

　
午
前
十
時
か
ら
麹
町
消
防

署
の
指
導
に
よ
り
負
傷
者
の

救
助
、
搬
送
、
救
護
訓
練
が

行
わ
れ
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
帰
宅
困
難
者
受
入

れ
訓
練
も
実
施
さ
れ
た
。
訓

練
で
は
、
用
意
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
し
た
が
い
、
受

入
れ
準
備
、
受
入
れ
人
員
管

理
、
水
や
携
帯
ト
イ
レ
な
ど

の
物
資
提
供
を
行
っ
た
。
そ

し
て
起
震
車
の
中
で
、「
激

震
」
の
揺
れ
も
体
感
し
た
。

来
賓
祝
辞

生
命
歯
学
部
長
　
住
友
雅
人

　『
週
刊
東
洋
経
済
』
と
い

う
週
刊
誌
で
、
一
昨
年
の
夏

「
十
年
後
に
食
え
る
仕
事
、

食
え
な
い
仕
事
」
と
い
う
特

集
を
組
ん
だ
。
ラ
ン
キ
ン
グ

を
見
て
い
る
と
、
過
去
十
五

年
間
の
伸
び
率
か
ら
、
今
後

ど
う
い
う
職
種
の
雇
用
が
多

く
な
る
か
を
第
一
生
命
の
主

任
研
究
者
が
発
表
し
て
い

た
。
十
五
位
に
医
師
、
そ
の

上
に
看
護
師
が
あ
り
、
第
一

位
は
歯
科
衛
生
士
だ
っ
た
。

歯
科
衛
生
士
を
突
破
口
と
し

て
、
歯
科
界
が
こ
れ
か
ら
必

要
と
さ
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　
本
日
卒
業
さ
れ
た
方
た
ち

に
は
、
こ
れ
か
ら
開
け
た
世

界
が
あ
る
。
そ
し
て
生
涯
研

修
、
生
涯
学
習
の
職
種
で
あ

り
、
日
々
ま
す
ま
す
勉
強
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
。
日
本
歯
科
医
学
会
に
は

四
十
二
の
分
科
会
が
あ
り
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

の
方
々
が
入
会
で
き
る
学
会

も
あ
る
。
そ
う
い
う
学
会
に

入
会
し
て
精
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

�附
属
病
院
長�

羽
村
　
章

　
学
生
生
活
で
は
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
あ
っ
た
と
思

う
。
で
も
時
が
た
つ
に
つ
れ

て
そ
の
思
い
出
は
だ
ん
だ
ん

薄
れ
忘
れ
て
い
く
。
二
年
前

の
昨
日
、
東
日
本
大
震
災
が

お
こ
っ
た
。
入
学
を
間
近
に

し
た
君
た
ち
、
そ
れ
か
ら
在

校
生
だ
っ
た
君
た
ち
に
と
っ

て
忘
れ
が
た
い
思
い
出
だ
ろ

う
。
今
な
お
復
興
に
は
遠

く
、
今
後
も
復
興
作
業
が
続

い
て
い
く
。
ぜ
ひ
と
も
君
た

ち
の
力
、
直
接
的
間
接
的
な

力
が
復
興
に
必
要
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期

大
学
に
在
籍
し
た
と
い
う
誇

り
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
職

業
、
よ
き
大
学
、
よ
き
専
攻

科
を
維
持
す
る
た
め
誇
り
を

忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。

医療人としての研鑽を誓う東京短大卒業生

歯科衛生士の未来を語る又賀新潟短大学長
警視庁マスコット“ピーポくん”と東京消防庁
マスコット“キュータ君”と一緒に記念撮影

「もしも」のときのために

クラス主任による卒業生点呼（上・東京短大，下・新潟短大）

新
潟
短
期
大
学

　
　
学
長�

又
賀
　
泉

　
歯
科
衛
生
士
国
家
試
験
の

発
表
は
三
月
二
十
七
日
な
の

で
、
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
喜

ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
い
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
新
潟
短
期

大
学
で
は
、
一
人
も
ま
だ
国

東
京 

帰
宅
困
難
者
対
応
訓
練

テ
レ
ビ
局
の
取
材
を
う
け
る

本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
試
験
に
落
ち
て
い
な
い
の

で
、
本
日
卒
業
の
四
十
九
人

の
方
は
確
実
に
合
格
さ
れ
る

と
信
じ
て
い
る
。

　
歯
科
医
師
と
同
じ
よ
う
に

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士

は
国
家
試
験
を
受
験
し
合

格
し
て
そ
の
資
格
を
得
る
。

国
家
資
格
と
は
、
国
が
認
め

た
職
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
み
な
さ
ん
は
歯
科
衛
生

士
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
国
が
認
め
た
資

格
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き

い
。

　
昨
年
の
十
月
一
日
、
私
は

新
潟
短
大
の
学
長
に
就
任

し
、
昨
秋
の
登
院
式
の
と
き

に
、
歯
科
衛
生
士
の
社
会
的

地
位
は
ど
ん
ど
ん
向
上
し
て

い
る
と
述
べ
た
。

　
現
行
の
歯
科
衛
生
士
法

第
二
条
「
予
防
処
置
の
実
施

で
」
は
、「
歯
科
医
師
の
直
接

の
指
導
の
下
に
」
と
の
文
言

が
あ
る
。
し
か
し
現
在
厚
生

労
働
省
に
お
い
て
そ
の
条
文

の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
、「
直

接
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ

れ
、「
歯
科
医
師
と
緊
密
な
連

携
を
確
保
」
し
た
上
で
、
歯

石
除
去
な
ど
の
予
防
処
置
を

実
施
す
る
、
と
い
う
よ
う
に

改
正
さ
れ
る
動
き
が
あ
る
。

今
後
、
予
防
処
置
の
業
務
に

つ
い
て
は
歯
科
衛
生
士
は
、

歯
科
医
師
と
併
行
し
て
仕
事

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
診
療
補
助
も
一
番
大

き
な
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て

在
宅
往
診
ケ
ア
あ
る
い
は
口

腔
ケ
ア
は
、
医
科
側
が
歯
科

医
療
従
事
者
に
求
め
て
い
る

こ
と
だ
。
全
身
疾
患
の
患
者

さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
か
ら
勤
務
さ
れ
る

歯
科
医
院
の
先
生
と
一
緒
に

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。
歯

科
衛
生
士
の
地
位
が
あ
が
る

こ
と
は
、
同
時
に
医
療
職
と

し
て
の
責
任
を
問
わ
れ
る
の

で
、
勉
強
を
続
け
て
ほ
し
い
。

　
卒
業
は
一
つ
の
区
切
り
で

し
か
な
い
。
歯
科
衛
生
士

の
資
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る

二
十
七
日
以
降
は
、
自
分
で

こ
う
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
信

じ
て
、
勇
気
を
も
っ
て
自
分

の
道
を
進
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

�

（
３
月
14
日
）



日 本 歯 科 大 学 新 聞2013年（平成25年）３月３０日 （４）第６１２号

平
成
二
十
四
年
度
卒
業
生

大

学

院

第
50
回
修
了
生

　
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
十
六
名
、
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
修
了
生
十
七
名

は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

衛

生

学

�
NIKOLAY ISHIKITIEV

補
綴
学
Ⅱ�

原
田
光
佑

小
児
歯
科
学�

甲
田
彩
理
沙

補
綴
学
Ⅱ�

新
谷
明
宏

口
腔
外
科
学�

宮
澤
敦
子

口
腔
外
科
学�

倉
治
真
夏

歯
周
病
学�

中
田
智
之

小
児
歯
科
学�

中
村
侑
子

保

存

学�

小
川
信
太
郎

麻

酔

学�

杉
本
直
哉

麻

酔

学�

殿
岡
蓉
子

麻

酔

学�

佐
々
木

瑠
衣

麻

酔

学�

久
保
田

和
利

保

存

学�

天
野
亮
子

矯

正

学�

木
本
晶
子

歯
周
病
学�

高
橋
亮
一

�

（
甲
第
一
〇
五
三
号
ま
で
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

硬
組
織
粘
膜
比
較
形
態
学

�

竹
澤
康
二
郎

歯
周
機
能
治
療
学

�

坪
川
瑞
樹

歯
周
機
能
治
療
学

�
SUPHASIRIROJ�WIROJ

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�

寺
嶋
縁
里

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�

長
峯
康
博

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�
CHINVIPAS�NETRPORN

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�

矢
島
絵
理
子

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

中
島
　
優

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

西
川
正
幸

咬
合
形
態
機
能
矯
正
学

�

内
田
喜
昭

機
能
性
咬
合
治
療
学

�

瀬
戸
宗
嗣

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

川
上
未
有
希

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�
佐
久
間

　
要

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

�

赤
泊
圭
太

硬
組
織
機
能
治
療
学

�

松
田
浩
一
郎

硬
組
織
機
能
治
療
学

�

山
田
理
絵

歯
周
機
能
治
療
学

�

山
下
亜
希

�

（
甲
第
一
〇
七
〇
号
ま
で
）

大
　
　
学

第
102
回
卒
業
生

　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
二

回
卒
業
生
〈
新
潟
生
命
歯
学

部
〉
九
十
名
は
次
の
通
り
。

阿
部
　
遼�

天
笠
翔
平

五
十
嵐

久
郎�

池
　
嘉
子

後
田
和
子�

内
沼
茂
樹

大
竹
由
佳
子�

岡
江
啓
太

岡
峯
愛
海�

小
口
修
矢

片
山
愛
奈�

金
山
正
太

金
子
陽
祐�

加
羽
澤

紗
花

鎌
田
麻
由
子�

菊
地
由
利
佳

金
　
龍
門�

串
田
茉
莉
奈

熊
谷
聡
子�

栗
林
理
夢

黒
瀬
隆
文�

高
坂
典
子

小
玉
裕
樹�

小
林
大
介

後
藤
新
平�

酒
井
彩
花

澤
田
雅
貴�

篠
原
隆
介

白
瀬
美
香�

須
藤
久
実

髙
田
真
吾�

田
中
佑
来

寺
嶋
賢
一�

名
嘉
真

武
輝

新
島
綾
子�

根
津
　
新

萩
原
　
泉�

古
川
丈
博

古
館
絵
麻�

本
間
英
明

増
田
　
藍�

松
村
　
憲

宮
尾
知
佐�

宮
田
佳
代
子

山
口
真
未�

山
下
紗
智
子

山
田
拓
也�

吉
澤
れ
り
あ

吉
田
哲
也�

渡
會
侑
子

岡
田
英
恵�

小
原
　
直

多
田
卓
矢�

永
井
　
渉

橋
本
綾
乃�

廣
岡
沙
由
梨

阿
部
大
樹�

伊
藤
一
成

齋
藤
芳
秀�

杉
　
友
希

鳥
海
貴
裕�

丹
羽
慶
嗣

湊
　
健
太
郎�

宮
前
翔
太
郎

山
﨑
　
彩�

下
地
竜
也

千
葉
太
郎�

溝
越
泰
雄

大
邊
強
史�

大
村
　
収

北
村
　
厚�

鈴
木
絢
子

髙
橋
和
聖�

西
本
朋
代

羽
尾
直
仁�

保
科
岳
史

宮
田
幸
昇�
八
木
祐
丞

山
﨑
　
亮�
安
部
祐
策

久
我
憲
央�

羽
田
朝
己

原
澤
法
子�

保
母
宏
基

三
木
雄
斗�

米
山
直
也

新
庄
洋
崇�

杉
本
邦
彦

石
井
淳
也�

金
井
拓
実

�

（
第
二
〇
一
七
二
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

大
竹
由
佳
子�

古
館
絵
麻

根
津
　
新�

渡
會
侑
子

須
藤
久
実�

金
子
陽
祐

片
山
愛
奈�

小
玉
裕
樹

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

五
十
嵐

久
郎�

金
山
正
太

栗
林
理
夢�

渡
會
侑
子

☆
精
勤
賞
受
賞
者

後
田
和
子�

後
藤
新
平

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

須
藤
久
実

�　
日
本
歯
科
大
学
第
一
〇
二

回
卒
業
生
〈
生
命
歯
学
部
〉

一
三
〇
名
は
次
の
通
り
。

相
沢
光
延�

秋
谷
勇
介

阿
部
彩
由
美�

荒
井
俊
輔

荒
木
智
美�

五
十
嵐

正
樹

石
井
義
昌�

石
川
宏
樹

伊
豆
麻
未�

市
島
茉
莉

井
出
美
穂�

伊
東
紗
弥
香

今
村
佳
浩�

岩
渕
　
信

上
原
　
直�

植
松
俊
樹

薄
井
　
直�

�

原
あ
ゆ
み

宇
留
野
央
有
克�

遠
藤
雅
徳

大
石
健
太
郎�

太
田
佐
絵
子

岡
　
勇
気�

岡
谷
　
篤

小
口
莉
奈�

鎌
田
明
日
香

亀
岡
　
亮�

茅
野
友
李

河
越
優
佳�

川
島
雅
裕

川
嶋
優
花�

岸
本
千
紘

城
戸
　
文�

軍
司
さ
お
り

小
泉
喜
代
子�

黄
田
華
恵

幸
田
隆
史�

小
坂
真
央

小
坂
井

竜
也�

小
松
勇
輝

小
室
　
敦�

古
目
谷

沙
織

是
恒
秀
一�

木
幡
　
雅

近
藤
　
学�

阪
　
光
太
郎

阪
　
奈
津
子�

佐
々
木

秀
人

指
輪
　
茜�

佐
藤
　
遼

宍
倉
正
恭�

島
﨑
美
奈
子

正
東
脩
平�

関
谷
美
貴

芹
澤
健
太
郎�

相
田
治
希

高
須
賀

　
力�

高
橋
彬
文

竹
内
照
美�

竹
田
　
敦

田
中
香
子�

田
中
優
香

塚
原
理
央�

富
永
　
央

中
島
優
子�

中
野
遼
太
郎

新
妻
瑛
紀�

西
村
梨
沙

能
勢
な
つ
み�

野
田
将
弘

服
部
旭
威�

東
　
美
里

肥
田
智
香
子�

平
井
菜
緒
子

平
賀
智
豊�

福
江
幸
佑

福
山
　
完�

伏
見
紗
奈
恵

藤
田
千
紘�

藤
田
美
也
子

古
川
裕
美�

古
畑
　
梓

星
　
彩
子�

本
間
憲
二

松
田
英
恵�

松
野
　
翠

松
本
康
佑�

間
宮
　
徹

丸
谷
優
麿�

三
森
春
香

宮
山
和
也�

三
好
健
太
郎

村
田
卓
也�

森
田
真
央
香

弥
郡
あ
り
さ�

安
田
佑
理

山
科
浩
一
朗�

山
本
早
織

横
井
　
希�

好
岡
夢
貴

吉
見
浩
平�

渡
邊
慧
子

渡
辺
知
枝�

荒
川
　
彩

大
塚
　
傑�

柴
田
顕
光

仲
澤
裕
次
郎�

藤
井
美
弥
子

岡
村
研
太
郎�

小
松
佐
保

鈴
木
麻
友�

塚
本
惠
太

林
　
昌
平�

愛
川
理
浩

秋
庭
　
悠�

井
本
泰
樹

遠
刕
貴
博�

大
歳
泰
佑

大
林
美
穂�

岡
　
由
佳
子

片
岡
賢
士�

川
本
沙
也
華

米
野
貴
彦�

小
山
実
香

“医療連携”に役立つ

有病者歯科マニュアル有病者歯科マニュアル
編集：白川正順 （日本歯科大学教授・附属病院口腔外科）

　　　石垣佳希 （日本歯科大学准教授・附属病院口腔外科）

　　　今井　裕 （獨協医科大学医学部主任教授・口腔外科）

　　　川又　均 （獨協医科大学医学部教授・口腔外科）

基礎疾患やリスクを有する患者の歯科治療の管理と、
医療連携の流れの基本がわかりやすくまとめました。

〒113-0033　東京都文京区本郷1－4－6
TEL.03－5684－6811　FAX.03－5684－6812医学情報社

１. 有病者歯科医療と医療連携
２. 基礎疾患およびリスクを有す
　　る患者の管理と医療連携
３. 有病者口腔ケアに関わる医療
　　連携
４. 有病者歯科医療における医療
　　連携の実際
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福
嶋
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三
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小
笠
仁
嗣�

秋
山
昌
士
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（
第
二
〇
三
〇
二
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

小
口
莉
奈�

平
井
菜
緒
子

平
賀
智
豊�

関
谷
美
貴

石
川
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黄
田
華
恵

横
井
　
希�

肥
田
智
香
子

川
島
雅
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五
十
嵐

正
樹

原
あ
ゆ
み�

森
田
真
央
香

小
松
勇
輝

☆
皆
勤
賞
受
賞
者

原
あ
ゆ
み�

小
口
莉
奈

指
輪
　
茜�

宍
倉
正
恭

島
﨑
美
奈
子�

関
谷
美
貴

相
田
治
希�

田
中
香
子

塚
原
理
央�

伏
見
紗
奈
恵

古
川
裕
美�

古
畑
　
梓

☆
精
勤
賞
受
賞
者

相
沢
光
延�

秋
谷
勇
介

伊
豆
麻
未�

井
出
美
穂

植
松
俊
樹�

宇
留
野
央
有
克

軍
司
さ
お
り�

黄
田
華
恵

小
坂
真
央�

小
松
勇
輝

是
恒
秀
一�

富
永
　
央

中
島
優
子�

肥
田
智
香
子

平
井
菜
緒
子�

福
山
　
完

藤
田
千
紘�

藤
田
美
也
子

弥
郡
あ
り
さ

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

小
坂
真
央�

平
賀
智
豊

関
谷
美
貴

　
本
学
生
命
歯
学
部
長
の
住
友
雅
人
教

授
と
、
新
潟
生
命
歯
学
部
長
の
小
倉
英

夫
教
授
は
、
選
択
定
年
に
よ
り
三
月
末

日
を
も
っ
て
退
職
し
た
。
両
教
授
の
最

終
記
念
講
義
が
三
月
下
旬
に
東
京
と
新

潟
で
行
わ
れ
た
。

　
住
友
生
命
歯
学
部
長
の
最
終
記
念
講

義
「
玄
人
は
だ
し
と
素
人
ブ
ー
ツ
」
は

三
月
二
十
五
日
午
後
五
時
半
よ
り
、九
段

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
住
友
教
授
は
、昭

和
四
十
四
年
本
学
卒
業（
第
五
十
八
回

卒
）、
大
学
院
歯
学
研
究
科
修
了
。
歯

科
麻
酔
学
講
座
を
主
宰
し
、平
成
二
十

年
よ
り
生
命
歯
学
部
長
を
務
め
た
。

　
小
倉
新
潟
生
命
歯
学
部
長
の
最
終
記

念
講
義「M

y lecture and presen-
tation in English

」は
、三
月
二
十
七

日
午
後
五
時
よ
り
、
ア
イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
小
倉
教
授
は
、
昭
和

四
十
三
年
本
学
卒
業
（
第
五
十
七
回

卒
）、大
学
院
歯
学
研
究
科
修
了
。
歯
科

理
工
学
講
座
を
主
宰
し
、
平
成
二
十
年

よ
り
新
潟
生
命
歯
学
部
長
を
務
め
た
。

　
両
学
部
長
の
最
終
記
念
講
義
に
は
教

職
員
、
大
学
院
生
、
学
生
、
同
門
会
員

等
、
多
数
の
関
係
者
が
聴
講
し
た
。

学
術
奨
励
生

　
平
成
二
十
四
年
度
日
本
歯
科
大

学
学
術
奨
励
生
（
九
十
八
名
）

は
、
次
の
通
り
。
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づ
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美
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羽
由
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藤
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小
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五
年
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友
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川
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ゆ
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田
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小
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木
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井
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平
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智
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〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

一
年
＝
大
村
里
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向
井
亮
平

大
竹
汐
里�

豊
嶋
啓
汰

渡
部
圭
将�

横
井
康
乃

後
藤
弘
一�

土
屋
健
太
郎

関
　
姫
乃�

小
林
彩
利

二
年
＝
山
本
雄
大�
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﨑
健
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沖
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山
飛
鳥

阿
久
津
里
沙�

中
尾
優
希

三
年
＝
鈴
木
翔
平�

遠
藤
蓉
子

城
井
友
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野
辺
　
典

永
田
量
子�

坪
井
佑
奈

四
年
＝
竹
内
寿
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服
部
陽
一

小
出
勝
典

五
年
＝
金
子
千
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本
村
仁
美

阿
部
侑
加�

蟻
川
祐
未

小
坂
井
絢
子�

関
谷
聡
士

六
年
＝
大
竹
由
佳
子�

岡
江
啓
太

高
坂
典
子�
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山
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＠ＴＫＹ//住友教授
＠ＮＧＴ//小倉教授 生命歯学部長の最終講義

記念講義に聞き入る参加者たち，終了後に中原学長から記念品を手渡される住友教授

学会発表の留意事項を英語で講義する小倉教授，記念品を手に関係者一同で記念撮影

〈
歯
鏡
〉▼
本
年
三
月
発
表
の
医

師
国
家
試
験
、
歯
科
医
師
国
家

試
験
合
格
者
の
何
割
か
は
平
成

生
ま
れ
で
あ
る
▼
厚
労
省
が
公

表
し
た
の
は
、
各
試
験
会
場
で

の
受
験
者
番
号
▼
か
つ
て
は
医

籍
、
歯
科
医
籍
登
録
者
の
氏
名

と
本
籍
が
官
報
で
公
告
さ
れ
た

▼
と
こ
ろ
で
今
年
の
歯
科
医
籍

登
録
者
は
十
七
万
台
に
達
し
た

▼
昭
和
五
年
刊
行
の『
歯
科
医

籍
録
』を
み
る
と
、昭
和
三
年
九

月
ま
で
の
登
録
者
一
五
三
〇
八

名
▼
歯
科
医
籍
第
一
号
は
明
治

十
七
年
十
月
登
録
の
青
山
千
代

次
▼
以
降
九
号
に
高
知
の
織
田

信
福
、
二
十
八
号
に
長
崎
の
光

安
常
重
、
二
十
二
年
五
月
登
録

第
八
十
六
号
に
本
学
創
立
者

中
原
市
五
郎
の
名
が
あ
る
▲


